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機甲ilE:第 2■ 号発行 :平成 ■5年 10月 奈良 。人 と自然の会

出口多恵子

9月 19日 (金)晴れ

9時 30分 もう気温は35℃近くになつている。

暑いけど一日がんばろう、

歩き始めて2, 3分もたたないうちにもう学習が始まつた。

そうだ今日は秋の草花、収穫近い里山風景を愛でながら歴史と文化にふれる学習会なんだ、

ピンクの可愛いい花をつけたアレチヌスビトハギ、すぐ服やパンツに種がつくヌスビトハ

ギの違いから始まり、セイタカアフダチソウ、花をつけたヨモギ、ゆらゆら風に揺れてい

る “風草"等々 歩いている時、すぐ横にあつて、時にはアンという感じで目にもとめな

い草花にも名前がある、こんな当たり前のことが私には不思議で、野に咲く草花や自然を

熱心に勉強している講座生の方や、それを指導して下さつている河野先生に対して後にな

つて後ろめたいものを感じました。

それにしても一日中、歩いては立ち止まり樹木や花の名前だけではなく、いろいろな事を

分りやすく教えて下さつた河野先生、

先生 l!先生の頭の中にはどれだけの植物がインプットされてるのですか?

百、千、万 もつともつと・・・先生は天才です。

“野に咲く花の名前も知らない、だけど野に咲く花は好き"

会員でもないのに仲間に入れていただき、楽しい一日を過ごしました、

“奈良、人と自然の会"の皆様ありがとう、

また、資料作りから下見、多分お天気の心配まで、あらゆる面でお世話していただいた

スタッフの方々、ありがとうございました。

燎

側

町

。人 ピ 1ぶの会

継p雛祭会に参却れて
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6月 22日 (日 )見学会

7月  6日 (日 )初作業

7月 14日 (月 )中止

7月 21日 (月 )畑の草ぬき

7月 27日 (日 )草メ1

8月  3日 (日 )枯れ草焼き

大寺 道代

・現地の人たちと会つて、 7月 より草刈を手伝 うことを

約束する。

・竹林他 2面の草刈。石垣と神田川が顔を出す。ウバユ

り、フキを残す。 (参加者 14名 )

・前夜の大雨の為中止とする。  し勒口予定者 8名 )

・地元が共同で植えたイモ畑の草をぬく。午前中に終了

する。午後は竹林付近は水が多く作業無理。神田川の

流れにトンボが飛んでいる。 (参加者 13名 )

・ ソパ畑予定地と棚田1枚の草刈、午前中で終了する。

午後道路に近い一面の草を刈る。 (参加者 6名 )

・消防署に届出の上、これまでに刈り取つた枯れ草や枯

れ木を燃やす。高い気温がますます上昇し、熱中症寸

前.山のような枯れ木も一握の灰になる。神田川の水

を汲み上げ、バケツリレーで消火を完全にする。ずい

ぶんすっきりする。  (参 加者 9名 )

3月 11日 (月 )竹林整備   ・余分な竹を切 り、景観を整える。石垣もすつきり見え

'る。残つていた枯葉と竹を燃やす。し功口者 14名 )

8月 24日 (日 )ソバの種まき ●地元の棚田を守る会の人たちと共同作業でソパの種ま

| :           き。地元の方々の見事な鍬さばきで整えられた畝に種

をまく。余つた時間は豆畑の草ぬき。昼食後地元の代

表と話し合い、ボランティアとして棚田の復活を助け

ると言う意思を伝え了解を得る。来年は休んでいる二

枚の田んぼを水田として復活させることを前提に、草

刈の場所を確認する。 (参加者 9‐名)

9月 1日 (月 )水田予定地草刈 `水田復活の予定地のセイタカアフダチソウをかる。道

端の草を刈ると神田川の流れが顔を出す。 トンボの群

れが行き来する。濃紅色ゲンノショウコが美しい。地

元相川さんにいただいたヤマ トネギの苗を植える。

(参カロ者 15名 )

9月 7日 (日 )水田予定地草刈 ・背丈より高いセイタカアフダチソウ。大石さんの草刈

1 機で道を開け鎌で刈り進んでいく。広いので 1/3を残

し終了.奥のほうに神田川の清流が現れる。自然のま

まのビオ トープがすばらしい。 (参加者 10名 )

9月 14日 (日 )水田予定地草刈・刈り残しの草刈の完了。フケギを植える。(参加者 9名 )
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上のたはこと (3) 大石門三

地球上には多くの生物が生存していると考えられるが、何故にかくも形や機能が異なる

数多くの生物が進化の過程で出現してきたのだろうか。各々の生物種が特有の形や機能を

持つているのは、各生物種が各々の生育環境に最も適応に進化した結果と考えられ、それ

は、「持ちつ持たれつの関係J、 あるいは「食うものと食われるものの関係」など、とても

複雑に絡み合う網目構造を作り、ひとつの安定した生態系を構築している。所で農業はこ

の機構とどうつき合つてきたか。近代農法では単作化、化学肥料、農薬、強度な耕起作業

などで生物多様性を撹乱してきた。一方旧来の伝統農法では、開墨や耕無で一時的に生物

多様性を破壊し撹乱はするが、再構築して逆にうまく活用してきた。最近盛んに報じられ

る有機農法はまさに在来品種の伝承や種の保存、絶減危惧種の保存地としての機能など、

高度の役割を担う可能性を持っている。それはとりもなおさず、土と土壌微生物に目を向

けて上を育てているからである。

生物は水素、炭素、窒素、酸素など軽い元素からなり、決して、特別の元素から構成さ

れているのではない。そして細菌から人にいたるまで、全ての生き物はタンパク質と核酸

という生体高分子から構成され、タンパク質は生体内での化学反応の触媒である酵素の本

体であり、タンパク質なくして必要な物質もエネルギーも作れず、また核酸は遺伝情報を

担い解読する物質であり、核酸なくして子孫も作れない。ところで、有機物分解に関与す

る微生物は、自身が生きるため増殖するために、有機物を餌としてエネルギーを獲得して

いる。その時、色々の養分を一定の比率で摂取することが必要である。特に体の骨格を作

る炭素と窒素は炭素率 (C/N比 )と いつて重要で、カビによる有機物分解は、炭素率が

20ぐ らいといわれている。オガクズや稲フラは、炭素率が高く窒素が圧倒的に不足し、周

囲の無機態窒素を取 り込み、自分の体を作る。その結果、畑の上壌中で作物は一時的な窒

素不足状態におちいり、葉色の黄化や生育の抑制が起こる。そのため、肥培管理では元肥

もさることながら、作物の生育状態をよく観察してタイムリーに、化学肥料や堆肥、厩肥、

あるいは即効性のあるばかし肥を施すのである。

所で、化学肥料は科学的には塩類、すなわち酸と塩基の中和により作られたものであっ

て、施用するとそれらが水に溶けて、作物に吸収されるが、多いと酸性イオンが多く残り

土壌の酸性化は増す。その結果、土は硬く締つてくるので透水性、通気性が悪くなり、酸

素供給も少なくなると、根の栄養吸収能の低下をきたし、腐生細菌などが繁殖し易くなる

といわれている。また連作障害、とりわけ窒素質肥料の過剰施用で最も端的に現れる集約

的農法、つまり単一作物栽培では土壌病害虫が土に生き残り、土を疲弊させてしまうこと

である。その点、腐植uIEは より豊かな土壌環境を整えるのであるが。

一方、農業は地球規模で気象変動にも大いに関わつている。化石燃料の燃焼によつて大

気中に放出される二酸化炭素は、地表の温暖化を引き起こす最大の温室効果ガスだといわ

れている。また反創する牛から出るメタンや、窒素成分に出来する一酸化二窒素もその影

響が指摘され、特に、空素化学肥料の多量使用は、施肥窒素の 1%前後が一酸化二窒素とし
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て土から大気に放出され、オゾン層破壊の加害者の一員であるといわれている。さらに、

多施により環境の富栄養化と地下水の汚染である。水田では一般に窒素分を含めた水を浄

化する能力を持つが、畑ではそうはいかない。未処理の生活雑排水と同様に、土壊の吸着

能力を超えた部分や大雨などの気象条件によつて、多くの部分が河 llや湖沼の栄養化を促

進し、水中生物に壊減的打撃を与え、加えて地下水の硝酸濃度を高め、人体や家畜への被

害をもたらす。農業はクリーンな産業とばかりは言つておれない側面をも持つのであるp

農業の主な目的は、生産物を効率的に作り出すことに科学技術は大いに貢献した。所が

大量の生産は物質の豊かさをもたらした反面、環境の悪化を持続的に引き起こし、悪化し

た環境の修復コストが生産コス トに加わることに我々は気づきだした。つまり地球環境に

やさしい循環型農業や有機農業が論じられる背景はここにある.経済封鎖下、国ぐるみで

有機農業に取り組み、見事に成功しているキューパや、ヨーロッパ特に ドイツの如く、有

機農業実施面積を現在の 2.6%から2010年には 20%にする目標をたて、集約的農業の時代

は終つたと宣言している。ひるがえつてわが国は、1950年代には農業は活気にみなぎつて

いた。当時の穀物自給率は 82%、 カロリーベースに換算しても79%も あつた。現在の食料

自給率はなんとカロリーベースで 40%にも満たず輸入大国と化している。又食料の生産か

ら消費者に届くまでにどれだけの輸送エネルギーが使われているか。量と輸送距離を掛け

合わせて算出する「フー ドマイレージ」が最近さかんに論じられる。勿論その値は世界一

であり、その原因は化石燃料の安さと、経済的合理性の名のもとに、度をこしたグローバ

リズムに起因していると思えてならないが。自分の食べ物は自国で作るのがごく自然なの

に。地球の反対側からトマ ト (言い換えると水)を輸入する。誰が考えても首を傾げざる

をえないと思うが。「身土不二」や「鎌産地消」という言葉は、人間が歩く身近な三里四方、

四里四方で育ったものを食べ生活するのが良いとする考え方で、「体と土」は一体であり、

体のパイオリズムに合つたもの、つまり自分の体が求めているものが、その地の旬の食材

である。このように環境とは切つても切れない関係にあると説いている。また旬の野菜や

果物は地球環境にも優しいといわれるのは、野菜自身がその地で一番たくましく、かつ生

育しやすい時季であり、慣行農法に比べて有機農法は化学肥料や農薬にほとんど世話にな

らず、かつ温度管理のために余分なエネルギーを使つて環境に負荷を与える事も無い。食

の安全・安心は健康に直結するものであり、大地の恵をいつぱい含み、酵素や核酸、ビタ

ミン、ミネラルに満ちた「旬」はおいしさの原点か、と「土さんやミミズさん、微生物さ

んはたはこと」を述べていた。

参考図書

ワール ドウオッチ研究所 :地球自書.家の光協会

西村和雄 :ぐ うたら農法のすすめ。富士通経営研修所

吉田太郎 :有機農業が国を変えた。築地書館

福岡正信 :自然農法わら1本の革命。柏樹社
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重 陽 の 節 供 と 菊

寺田正博

重陽は菊の節供といわれる。菊は重陽の季節の花である。「重陽」というのは、「重」

は重なる意であり、「陽」は本来「太陽」の意であつて「陰」に対する。数でいうと奇数

をあらわす。重陽は陽数の極である九が重なる九月九日 (陰暦)である。

重陽と菊との結びつきは、邪気をはらい、寿命を延べるという中国の「菊酒」に由来す

るところが大きい。中国の生活文化の影響もある沖縄では、陰暦九月九日に「菊酒」とい

って、酒盃に菊の葉を浸し、祖先の霊前に供える風習がのこる。

重陽節そのものは、中国から日本にもたらされたもので、「日本書紀」に天武天皇十四

年 (685)九 月九日「天皇、旧宮の安殿の庭に宴す」とあります。平安時代には菊は、

「翁草」「千代見草J「齢草」などといわれ、宮中では重陽の節供に観菊の酒宴が催され

た。酒に菊の花を浸して飲むと長生きができるといわれ、また「菊のきせ綿」といつて、

前の晩に菊にかぶせて露にしめらせた綿で身体を拭くと長寿を保つといわれた。

菊酒は日本では、菊の花を浸して飲む酒と思われているが、中国では実際に菊花を用い

て酒を造つた。四世紀の「西京雑記」には「九月九日…菊花酒を飲めば人をして長寿せし

む」とあり、菊酒は「菊花ひらく時、並びに茎、業を採り、黍、米と雑えて之れを醸す。

来年九月九日に至 り、始めて熟し就いて飲む」と解説する。

菊酒を飲むと長寿を保つと信じられたのは、昔、河南省の南陽に甘谷があり、その山上

にたくさん菊が生えていて、谷の途中の三十余りの家は山上より流れてくる谷水を飲むた

め、上寿は百二、三十歳、中寿は百余歳、下寿は七、八十歳を保ったという伝説によるも

のといわれている。 (芸文類集) 菊と長寿に関する故事は中国には数多く有るようだ。

キクは中国が原産。キクが日本に渡来したのは奈良時代といわれている。

「万葉集」には菊は全く歌われていません。菊の実在を示すのは桓武天皇が延歴十六年

(797)宮 中の曲水の宴で詠んだ「このごろの時雨の雨に菊の花しりぞしぬべきあたら

その香を」 (類集国史)のようである。

キク科の植物は顕花植物のなかで最も大きな植物群です。約 1000属 に分類された

約 23000種 が広く世界に分布しています。このうち日本には約 60～ 70属、 370

種程があり、この種数は日本産顕花植物の約 1割です。キクは広義には約 250種ある

キク属の総称で、狭義にはそのうちおもに花を鑑賞する東アジア原産の栽培菊をさしてい

ます。この裁培ギクの基本種は、チョウセンノギクとシマカンギクが、中国中部で、唐時

代かそれより少し前に交雑してできた雑種といわれています。

余談ですが、キクを国花と考える人も少なくない。確かにバスボー トのマークはキクの

紋である。日本の國章にあたろう。これは皇室の菊の紋章とのつながりが深い。菊花紋は

明治二 (1869)年 に太政官布告で正式に皇室の紋とされたものである。

参考引用文献「歳時の博物誌」「植物と行事」「節供の古典」「年中行事を科学する」
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